
　

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発

　

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発

想
や
冒
険
心
を
育
む
「
か
ま

想
や
冒
険
心
を
育
む
「
か
ま

く
ら
冒
険
遊
び
場
」
が
、

く
ら
冒
険
遊
び
場
」
が
、
1111

月
1515
日
、
鎌
倉
市
梶
原
に
オ

日
、
鎌
倉
市
梶
原
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。

ー
プ
ン
し
た
。

　

禁
止
事
項
だ
ら
け
の
公
園

　

禁
止
事
項
だ
ら
け
の
公
園

な
ど
の
代
わ
り
に
、
の
び
の

な
ど
の
代
わ
り
に
、
の
び
の

び
遊
べ
る
場
を
子
ど
も
た
ち

び
遊
べ
る
場
を
子
ど
も
た
ち

に
提
供
す
る
。
近
年
は
全
国

に
提
供
す
る
。
近
年
は
全
国

各
地
で
「
冒
険
遊
び
場
」
が

各
地
で
「
冒
険
遊
び
場
」
が

開
設
さ
れ
て
き
た
が
、
鎌
倉

開
設
さ
れ
て
き
た
が
、
鎌
倉

市
内
の
常
設
施
設
は
こ
れ
ま

市
内
の
常
設
施
設
は
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
。
申
し
込
み
不

で
な
か
っ
た
。
申
し
込
み
不

要
、出
入
り
自
由
で
、火
・
水
・

要
、出
入
り
自
由
で
、火
・
水
・

金
・
土
曜
の
午
前

金
・
土
曜
の
午
前
1010
時
か
ら

時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
開
館
。

午
後
５
時
ま
で
開
館
。

　

子
ど
も
た
ち
に
自
由
な
遊

　

子
ど
も
た
ち
に
自
由
な
遊

び
場
を
提
供
す
る
活
動
が
鎌

び
場
を
提
供
す
る
活
動
が
鎌

倉
市
で
始
ま
っ
た

倉
市
で
始
ま
っ
た

の
は
の
は
2020
年
前
。

年
前
。

「
か
ま
く
ら
子
育

「
か
ま
く
ら
子
育

て
支
援
グ
ル
ー
プ

て
支
援
グ
ル
ー
プ

懇
談
会
」
が
中
心

懇
談
会
」
が
中
心

と
な
り
、
深
沢
多

と
な
り
、
深
沢
多

目
的
ス
ポ
ー
ツ
広

目
的
ス
ポ
ー
ツ
広

場
や
鎌
倉
中
央
公

場
や
鎌
倉
中
央
公

園
な
ど
で
月
に

園
な
ど
で
月
に

１
、
２
回
遊
び
場

１
、
２
回
遊
び
場

を
開
設
。
市
と
協

を
開
設
。
市
と
協

議
を
重
ね
た
結

議
を
重
ね
た
結

果
、
旧
梶
原
子
ど

果
、
旧
梶
原
子
ど

も
会
館
を
常
設
の
遊
び
場
と

も
会
館
を
常
設
の
遊
び
場
と

し
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
な

し
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
同
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
で

り
、
同
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
で

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ま
く
ら
冒

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ま
く
ら
冒

険
遊
び
場
や
ま
も
り
」
を
結

険
遊
び
場
や
ま
も
り
」
を
結

成
。
市
と
協
働
で
施
設
を
運

成
。
市
と
協
働
で
施
設
を
運

営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
初
日
の
午
前
中

　

オ
ー
プ
ン
初
日
の
午
前
中

は
、
青
空
自
主
保
育
に
こ
に

は
、
青
空
自
主
保
育
に
こ
に

こ
会
の
３
、
４
歳
児
７
人
が

こ
会
の
３
、
４
歳
児
７
人
が

早
速
訪
れ
た
。
裏
山
を
駆
け

早
速
訪
れ
た
。
裏
山
を
駆
け

上
が
っ
て
栗
を
集
め
た
り
、

上
が
っ
て
栗
を
集
め
た
り
、

庭
で
火
を
起
こ
し
て
作
っ
た

庭
で
火
を
起
こ
し
て
作
っ
た

焼
き
芋
を
頬
張
っ
た
り
し

焼
き
芋
を
頬
張
っ
た
り
し

て
、
鎌
倉
の
豊
か
な
自
然
と

て
、
鎌
倉
の
豊
か
な
自
然
と

秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
だ
。

秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
だ
。

　

同
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
は
子

　

同
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
は
子

育
て
中
の
母
親
を
中
心
と
し

育
て
中
の
母
親
を
中
心
と
し

た
1212
人
。
開
館
日
に
は
３
人

人
。
開
館
日
に
は
３
人

ほ
ど
が
常
駐
す
る
。
遊
び
場

ほ
ど
が
常
駐
す
る
。
遊
び
場

づ
く
り
に

づ
く
り
に
1010
年
以
上
関
わ
っ

年
以
上
関
わ
っ

て
来
た
長
谷
川
節
子
さ
ん
は

て
来
た
長
谷
川
節
子
さ
ん
は

「
市
内
の
他
の
地
域
で
も
常

「
市
内
の
他
の
地
域
で
も
常

設
の
遊
び
場
が
作
ら
れ
る
よ

設
の
遊
び
場
が
作
ら
れ
る
よ

う
に
ま
ず
は
私
た
ち
が
頑
張

う
に
ま
ず
は
私
た
ち
が
頑
張

り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
最

り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
最

低
賃
金
の
時
給
が
支
払
わ
れ

低
賃
金
の
時
給
が
支
払
わ
れ

る
の
で
母
親
た
ち
が
生
き
生

る
の
で
母
親
た
ち
が
生
き
生

き
と
働
け
る
場
に
も
し
て
い

き
と
働
け
る
場
に
も
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

1212
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

月
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
1010

日
「
お
山
で
あ
そ
ぼ
」
、

日
「
お
山
で
あ
そ
ぼ
」
、
1414

日
稲
わ
ら
で
お
正
月
飾
り
づ

日
稲
わ
ら
で
お
正
月
飾
り
づ

く
り
」（
広
町
緑
地
で
出
張

く
り
」（
広
町
緑
地
で
出
張

開
催
）
、

開
催
）
、
2121
日
「
里
山
リ

日
「
里
山
リ

ー
ス
＆
お
正
月
飾
り
づ
く

ー
ス
＆
お
正
月
飾
り
づ
く

り
」
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

り
」
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
誰
で
も
参
加
可
。
問
い
合

で
誰
で
も
参
加
可
。
問
い
合

わ
せ
☎
０
４
６
７
・

わ
せ
☎
０
４
６
７
・
4747
・
１
・
１

４
３
３

４
３
３

　

体
に
障
害
の
あ
る
外
国
人

　

体
に
障
害
の
あ
る
外
国
人

に
も
鎌
倉
観
光
を
楽
し
ん
で

に
も
鎌
倉
観
光
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
鎌
倉
市
観
光

も
ら
お
う
と
、
鎌
倉
市
観
光

協
会
は

協
会
は
1111
月
５
・
７
・
８

月
５
・
７
・
８

の
３
日
間
、「
外
国
人
対
応

の
３
日
間
、「
外
国
人
対
応

障
害
者
接
遇
講
習
」
を
開
い

障
害
者
接
遇
講
習
」
を
開
い

た
。
同
協
会
の
観
光
ガ
イ
ド

た
。
同
協
会
の
観
光
ガ
イ
ド

1010
人
ほ
か
、
鎌
倉
市
職
員
や

人
ほ
か
、
鎌
倉
市
職
員
や

同
会
事
務
員
ら
約

同
会
事
務
員
ら
約
6060
人
が
参

人
が
参

加
。
車
イ
ス
を
使
う
体
の
大

加
。
車
イ
ス
を
使
う
体
の
大

き
な
外
国
人
男
性
を
、
鎌
倉

き
な
外
国
人
男
性
を
、
鎌
倉

大
仏
や
銭
洗
弁
財
天
な
ど
の

大
仏
や
銭
洗
弁
財
天
な
ど
の

観
光
名
所
に
円
滑
に
案
内
す

観
光
名
所
に
円
滑
に
案
内
す

る
方
法
な
ど
を
考
え
た
。

る
方
法
な
ど
を
考
え
た
。

　

こ
の
講
習
は
、
観
光
庁
の

　

こ
の
講
習
は
、
観
光
庁
の

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
行
相
談

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
行
相
談

窓
口
設
置
に
係
る
実
証
事

窓
口
設
置
に
係
る
実
証
事

業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
。
鎌
倉
駅
東
口
の
観
光
総

た
。
鎌
倉
駅
東
口
の
観
光
総

合
案
内
所
で
、
外
国
人
観

合
案
内
所
で
、
外
国
人
観

岸
の
流
鏑
馬
な
ど
の
行
事
に

岸
の
流
鏑
馬
な
ど
の
行
事
に

参
加
し
て
き
た
が
、
今
回
初

参
加
し
て
き
た
が
、
今
回
初

め
て
大
感
謝
祭
を
主
催
。
以

め
て
大
感
謝
祭
を
主
催
。
以

前
は
建
設
業
に
携
わ
る
部
員

前
は
建
設
業
に
携
わ
る
部
員

が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
数
年

が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
数
年

で
飲
食
業
や

で
飲
食
業
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
発
、

Ｅ
Ｂ
開
発
、

音
楽
出
版
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

音
楽
出
版
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
多
業
種
の
新
人
が
加
わ
っ

ど
多
業
種
の
新
人
が
加
わ
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
た
。

　

会
場
に
８
軒
の
飲
食
店
ほ

　

会
場
に
８
軒
の
飲
食
店
ほ

か
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
薪

か
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
薪

割
り
や
木
工
の
イ
ス
作
り
、

割
り
や
木
工
の
イ
ス
作
り
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
ゲ
ー
ム
プ
ロ

パ
ソ
コ
ン
で
の
ゲ
ー
ム
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
、
葉
山
町

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
、
葉
山
町

商
工
会
青
年
部
協
力
の
遊
具

商
工
会
青
年
部
協
力
の
遊
具

コ
ー
ナ
ー
な
ど
約

コ
ー
ナ
ー
な
ど
約
2020
の
ブ
ー

の
ブ
ー

ス
が
出
店
。
ス
テ
ー
ジ
に
ダ

ス
が
出
店
。
ス
テ
ー
ジ
に
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
約

ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
約

4040
人
が
出
演
し
た
。

人
が
出
演
し
た
。

　

各
部
員
が
店
の
ア
ピ
ー

　

各
部
員
が
店
の
ア
ピ
ー

ル
、
地
元
へ
の
思
い
を
語
る

ル
、
地
元
へ
の
思
い
を
語
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、
ク

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、
ク

イ
ズ
に
答
え
た
来
場
者
に
抽

イ
ズ
に
答
え
た
来
場
者
に
抽

選
で
各
店
舗
の
チ
ケ
ッ
ト
の

選
で
各
店
舗
の
チ
ケ
ッ
ト
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

　

夕
暮
れ
を
迎
え
た
フ
ィ
ナ

　

夕
暮
れ
を
迎
え
た
フ
ィ
ナ

ー
レ
で
青
年
部
が
作
詞
作
曲

ー
レ
で
青
年
部
が
作
詞
作
曲

を
し
た
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

を
し
た
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

が
披
露
さ
れ
、
全
員
が
輪
に

が
披
露
さ
れ
、
全
員
が
輪
に

な
っ
て
声
を
合
わ
せ
た
。
企

な
っ
て
声
を
合
わ
せ
た
。
企

画
の
小
杉
雅
樹
部
長
（

画
の
小
杉
雅
樹
部
長
（
3636
）

は
「
多
業
種
が
集
ま
っ
て
い

は
「
多
業
種
が
集
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
我
々
の
強
み
。
大

る
こ
と
が
我
々
の
強
み
。
大

勢
の
方
が
楽
し
ん
で
く
れ
て

勢
の
方
が
楽
し
ん
で
く
れ
て

う
れ
し
い
」
と
仲
間
と
催
し

う
れ
し
い
」
と
仲
間
と
催
し

の
成
功
を
喜
ん
だ
。

の
成
功
を
喜
ん
だ
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

光
客
の
相
談
を

光
客
の
相
談
を

年
に
数
万
件
受

年
に
数
万
件
受

け
て
い
る
同
会

け
て
い
る
同
会

は
、
同
実
証
事

は
、
同
実
証
事

業
の
選
定
団
体

業
の
選
定
団
体

に
選
ば
れ
て

に
選
ば
れ
て
9191

万
円
の
補
助
を

万
円
の
補
助
を

獲
得
。
講
習
の

獲
得
。
講
習
の

ほ
か
、
障
害
の

ほ
か
、
障
害
の

あ
る
外
国
人
が
泊
ま
り
や
す

あ
る
外
国
人
が
泊
ま
り
や
す

い
宿
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー

い
宿
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
づ
く
り
な
ど

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
づ
く
り
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

を
進
め
て
い
る
。

　

講
習
は
身
体
障
害
や
視
覚

　

講
習
は
身
体
障
害
や
視
覚

障
害
の
あ
る
講
師
が
３
コ
マ

障
害
の
あ
る
講
師
が
３
コ
マ

ず
つ
講
義
を
行
っ
た
。
８
日

ず
つ
講
義
を
行
っ
た
。
８
日

は
、
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
湘
南
バ
リ
ア
フ

Ｐ
Ｏ
湘
南
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
理
事

リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
理
事

で
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
宍

で
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
宍

戸
か
つ
子
さ
ん
が
講
義
を
担

戸
か
つ
子
さ
ん
が
講
義
を
担

当
。
当
。

　

宍
戸
さ
ん
は
「
日
本
人
は

　

宍
戸
さ
ん
は
「
日
本
人
は

障
害
者
を
手
助
け
が
な
い
と

障
害
者
を
手
助
け
が
な
い
と

何
も
で
き
な
い
人
と
見
が
ち

何
も
で
き
な
い
人
と
見
が
ち

だ
が
、
外
国
人
は
障
害
者
だ

だ
が
、
外
国
人
は
障
害
者
だ

か
ら
で
き
な
い
の
で
は
な

か
ら
で
き
な
い
の
で
は
な

く
、
段
差
な
ど
の
バ
リ
ア
が

く
、
段
差
な
ど
の
バ
リ
ア
が

あ
る
か
ら
で
き
な
い
と
考
え

あ
る
か
ら
で
き
な
い
と
考
え

る
。
積
極
的
に
活
動
す
る
外

る
。
積
極
的
に
活
動
す
る
外

国
人
障
害
者
へ
の
対
応
を
、

国
人
障
害
者
へ
の
対
応
を
、

し
っ
か
り
考
え
て
お
く
こ
と

し
っ
か
り
考
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
」
と
呼
び
か
け
た
。

が
大
切
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

講
義
の
後
半
で
は
参
加
者

　

講
義
の
後
半
で
は
参
加
者

が
２
班
に
分
か
れ
、
車
い
す

が
２
班
に
分
か
れ
、
車
い
す

の
外
国
人
を
観
光
名
所
に
案

の
外
国
人
を
観
光
名
所
に
案

内
す
る
た
め
の
ル
ー
ト
や
交

内
す
る
た
め
の
ル
ー
ト
や
交

通
手
段
な
ど
を
話
し
合
っ

通
手
段
な
ど
を
話
し
合
っ

た
。
鎌
倉
大
仏
ル
ー
ト
を
考

た
。
鎌
倉
大
仏
ル
ー
ト
を
考

え
た
班
は
「
江
ノ
電
は
鎌
倉

え
た
班
は
「
江
ノ
電
は
鎌
倉

駅
も
長
谷
駅
も
バ
リ
ア
フ
リ

駅
も
長
谷
駅
も
バ
リ
ア
フ
リ

ー
な
の
で
最
適
」「
車
い
す

ー
な
の
で
最
適
」「
車
い
す

対
応
の
ト
イ
レ
が
ル
ー
ト
上

対
応
の
ト
イ
レ
が
ル
ー
ト
上

に
多
い
」「
長
谷
駅
か
ら
大

に
多
い
」「
長
谷
駅
か
ら
大

仏
へ
は
裏
道
が
良
い
が
、
途

仏
へ
は
裏
道
が
良
い
が
、
途

中
で
道
路
に
遮
ら
れ
る
」
な

中
で
道
路
に
遮
ら
れ
る
」
な

ど
と
指
摘
。

ど
と
指
摘
。

　

講
習
を
終
え
た
参
加
者
ら

　

講
習
を
終
え
た
参
加
者
ら

は
「
鎌
倉
の
魅
力
を
し
っ
か

は
「
鎌
倉
の
魅
力
を
し
っ
か

り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ふ

り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ふ

だ
ん
か
ら
対
応
を
考
え
て
お

だ
ん
か
ら
対
応
を
考
え
て
お

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

大
船
か
ら
徒
歩
で

　

大
船
か
ら
徒
歩
で
1010
分
ほ
分
ほ

ど
に
あ
る
玉
縄
の
池
。
昨
年

ど
に
あ
る
玉
縄
の
池
。
昨
年

は
カ
モ
が
何
羽
か
い
た
。
周

は
カ
モ
が
何
羽
か
い
た
。
周

囲
の
一
角
は
公
園
に
な
っ
て

囲
の
一
角
は
公
園
に
な
っ
て

い
て
母
子
が
ゆ
っ
く
り
と
過

い
て
母
子
が
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
。

ご
し
て
い
た
。

　

今
年
の
カ
モ
は
一
羽
だ
け

　

今
年
の
カ
モ
は
一
羽
だ
け

見
え
る
。
確
信
は
な
い
が
ヒ

見
え
る
。
確
信
は
な
い
が
ヒ

ド
リ
ガ
モ
の
メ
ス
の
よ
う
に

ド
リ
ガ
モ
の
メ
ス
の
よ
う
に

思
え
る
。
ふ
っ
く
ら
し
た
頬

思
え
る
。
ふ
っ
く
ら
し
た
頬

に
つ
ぶ
ら
な
瞳
。
少
し
お
び

に
つ
ぶ
ら
な
瞳
。
少
し
お
び

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の

は
仲
間
が
い
な
い
た
め
か
。

は
仲
間
が
い
な
い
た
め
か
。

　

記
録
的
に
暑
か
っ
た
夏
、

　

記
録
的
に
暑
か
っ
た
夏
、

そ
れ
を
引
き
ず
っ
た
秋
。
そ

そ
れ
を
引
き
ず
っ
た
秋
。
そ

れ
で
も
、

れ
で
も
、

さ
す
が
に

さ
す
が
に

朝
晩
は
冷

朝
晩
は
冷

え
て
き

え
て
き

た
。
仲
間

た
。
仲
間

が
到
着
す

が
到
着
す

る
の
も
遠

る
の
も
遠

く
は
な
い

く
は
な
い

だ
ろ
う
。

だ
ろ
う
。

　

水
彩　

　

水
彩　

3131
×
4141
㎝

設
け
た
グ
ル
メ
エ
リ
ア
に
家

設
け
た
グ
ル
メ
エ
リ
ア
に
家

族
連
れ
の
姿
も
。

族
連
れ
の
姿
も
。

　

ゲ
ス
ト
は
国
内
外
で
活
躍

　

ゲ
ス
ト
は
国
内
外
で
活
躍

す
る
太
鼓
奏
者
ヒ
ダ
ノ
修
一

す
る
太
鼓
奏
者
ヒ
ダ
ノ
修
一

さ
ん
が
率
い
る
ト
リ
オ
「
修

さ
ん
が
率
い
る
ト
リ
オ
「
修

一
光
」
で
、
和
太
鼓
と
タ
ッ

一
光
」
で
、
和
太
鼓
と
タ
ッ

プ
ダ
ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

プ
ダ
ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

を
融
合
さ
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ

を
融
合
さ
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
た
。

ン
ス
を
披
露
し
た
。

　

潮
見
雅
利
理
事
長（

　

潮
見
雅
利
理
事
長（
3939
）は）は

「
多
く
の
方
が
集
ま
っ
て
く

「
多
く
の
方
が
集
ま
っ
て
く

れ
て
良
か
っ
た
。
今
後
も
鎌

れ
て
良
か
っ
た
。
今
後
も
鎌

倉
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

倉
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。 （
Ｋ
）
（
Ｋ
）

　

晴
天
の

　

晴
天
の
1010
月
1919
日
、
鎌
倉

日
、
鎌
倉

の
坂
ノ
下
海
岸
で
、「
第
８

の
坂
ノ
下
海
岸
で
、「
第
８

回
三
世
代
交
流
の
地
引
網
」

回
三
世
代
交
流
の
地
引
網
」

が
開
催
さ
れ
た

が
開
催
さ
れ
た
＝
写
真
は
主

＝
写
真
は
主

催
者
提
供

催
者
提
供
。

　

気
温

　

気
温
2525
度
と
行
楽
に
は
絶

度
と
行
楽
に
は
絶

好
の
日
和
で
、
多
数
の
親
子

好
の
日
和
で
、
多
数
の
親
子

連
れ
が
参
加
。
主
催
の
み
ら

連
れ
が
参
加
。
主
催
の
み
ら

い
ふ
る
鎌
倉
（
鎌
倉
市
老
人

い
ふ
る
鎌
倉
（
鎌
倉
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）
会
員
ほ

ク
ラ
ブ
連
合
会
）
会
員
ほ

か
、
今
回
は
成
田
市
老
人
ク

か
、
今
回
は
成
田
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
も
会
員
た

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
も
会
員
た

ち
が
視
察
に
訪
れ
た
。

ち
が
視
察
に
訪
れ
た
。

　

地
引
網
に
ク
ロ
ダ
イ
・
キ

　

地
引
網
に
ク
ロ
ダ
イ
・
キ

ス
・
イ
ワ
シ
な
ど
が
か
か

ス
・
イ
ワ
シ
な
ど
が
か
か

り
、
子
ど
も
た
ち
は
魚
を
手

り
、
子
ど
も
た
ち
は
魚
を
手

づ
か
み
し
て
楽
し
そ
う
だ
っ

づ
か
み
し
て
楽
し
そ
う
だ
っ

た
。
鎌
倉
漁
業
協
同
組
合
員

た
。
鎌
倉
漁
業
協
同
組
合
員

か
ら
鎌
倉
で
獲
れ
る
魚
の
説

か
ら
鎌
倉
で
獲
れ
る
魚
の
説

明
も
あ
っ
た
。
ク
ロ
ダ
イ
が

明
も
あ
っ
た
。
ク
ロ
ダ
イ
が

地
引
網
に
か
か
る
の
は
め
ず

地
引
網
に
か
か
る
の
は
め
ず

ら
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ら
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

同
会
か
ら
つ
み
れ
汁
や
焼

　

同
会
か
ら
つ
み
れ
汁
や
焼

　

鎌
倉
青
年
会
議
所
（
Ｊ

　

鎌
倉
青
年
会
議
所
（
Ｊ

Ｃ
）
が
設
立

Ｃ
）
が
設
立
5555
周
年
を
記
念

周
年
を
記
念

し
て
し
て
1111
月
1717
日
鎌
倉
市
岡
本

日
鎌
倉
市
岡
本

の
大
船
観
音
寺
で
「
鎌
倉
舞

の
大
船
観
音
寺
で
「
鎌
倉
舞

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
い
た

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
い
た
＝
写
＝
写

真
。
踊
り
や
祭
り
を
通
し
て

。
踊
り
や
祭
り
を
通
し
て

幅
広
い
世
代
交
流
を
は
か
ろ

幅
広
い
世
代
交
流
を
は
か
ろ

う
と
、
白
衣
観
音
像
前
の
特

う
と
、
白
衣
観
音
像
前
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
に
は
市
内
で
活

設
ス
テ
ー
ジ
に
は
市
内
で
活

躍
す
る
９
団
体
が
出
演
。

躍
す
る
９
団
体
が
出
演
。

　

小
学
生
か
ら

　

小
学
生
か
ら
6060
代
ま
で
で

代
ま
で
で

構
成
さ
れ
る
「
チ
ー
ム
☆
ソ

構
成
さ
れ
る
「
チ
ー
ム
☆
ソ

ー
ラ
ン
鎌
倉
」
の
気
迫
あ
ふ

ー
ラ
ン
鎌
倉
」
の
気
迫
あ
ふ

れ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
を
皮
切
り

れ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
を
皮
切
り

に
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歌
と
ギ

に
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歌
と
ギ

タ
ー
に
の
せ
た
フ
ラ
メ
ン

タ
ー
に
の
せ
た
フ
ラ
メ
ン

コ
、
大
船
観
音
を
デ
ザ
イ
ン

コ
、
大
船
観
音
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の

し
た
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の

鎌
倉
女
子
大
学
ダ
ン
ス
部
の

鎌
倉
女
子
大
学
ダ
ン
ス
部
の

ダ
ン
ス
、
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス

ダ
ン
ス
、
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス

の
バ
ト
ル
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

の
バ
ト
ル
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

な
ど
、
約
２
百
人
が
多
彩
な

な
ど
、
約
２
百
人
が
多
彩
な

踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

日
頃
地
域
の
催
し
の
参
加

　

日
頃
地
域
の
催
し
の
参
加

や
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
な
ど

や
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
な
ど

を
し
て
い
る
鎌
倉
女
子
大
学

を
し
て
い
る
鎌
倉
女
子
大
学

沖
縄
舞
踊
愛
好
会
は
、
代
々

沖
縄
舞
踊
愛
好
会
は
、
代
々

引
き
継
ぐ
創
作
エ
イ
サ
ー
を

引
き
継
ぐ
創
作
エ
イ
サ
ー
を

3535
人
で
熱
演
。
小
池

人
で
熱
演
。
小
池
美み

怜さ
と
さ
と

主

将
（
将
（
2020
）
は
「
多
く
の
方
に

）
は
「
多
く
の
方
に

手
拍
子
や
応
援
を
い
た
だ
け

手
拍
子
や
応
援
を
い
た
だ
け

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し

た
。
た
。

　

合
間
に
来

　

合
間
に
来

場
者
が
参
加

場
者
が
参
加

で
き
る
盆
踊

で
き
る
盆
踊

り
も
あ
り
、

り
も
あ
り
、

市
内
の
９
つ

市
内
の
９
つ

の
飲
食
店
が

の
飲
食
店
が

き
芋
の
提
供
が
あ
り
、
参
加

き
芋
の
提
供
が
あ
り
、
参
加

者
た
ち
は
海
岸
で
持
っ
て
き

者
た
ち
は
海
岸
で
持
っ
て
き

た
お
弁
当
を
広
げ
て
秋
の
一

た
お
弁
当
を
広
げ
て
秋
の
一

日
を
楽
し
ん
だ
。

日
を
楽
し
ん
だ
。

＊
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

「
鎌
倉
」
を
５
人
、「
能
」

　

「
鎌
倉
」
を
５
人
、「
能
」

を
1010
人
に
。往
復
ハ
ガ
キ
に

人
に
。往
復
ハ
ガ
キ
に

希
望
と
住
所
、氏
名
、年
齢
、

希
望
と
住
所
、氏
名
、年
齢
、

☎
を
記
入
し
、１
面
題
字
下

☎
を
記
入
し
、１
面
題
字
下

住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。1212
月

７
日
消
印
有
効
。多
数
抽
選
。

７
日
消
印
有
効
。多
数
抽
選
。

　

日
頃
の
地
域
へ
の
感
謝
を

　

日
頃
の
地
域
へ
の
感
謝
を

形
に
し
よ
う
と
逗
子
市
商
工

形
に
し
よ
う
と
逗
子
市
商
工

会
の
若
手
が
「
大
感
謝
祭
〜

会
の
若
手
が
「
大
感
謝
祭
〜

か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
た

か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
た

め
に
」
を

め
に
」
を
1111
月
９
日
東
逗
子

月
９
日
東
逗
子

ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
い
た

ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
い
た
＝

写
真
写
真
。

　

同
青
年
部
は
、
市
内
で
事

　

同
青
年
部
は
、
市
内
で
事

業
を
し
て
い
る

業
を
し
て
い
る
2020
〜
4545
歳
ま
歳
ま

で
の
で
の
4343
人
で
構
成
。
こ
れ
ま

人
で
構
成
。
こ
れ
ま

で
も
市
民
ま
つ
り
や
逗
子
海

で
も
市
民
ま
つ
り
や
逗
子
海

ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
イ
ス
の
座
り
心
地
を
確

ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
イ
ス
の
座
り
心
地
を
確

か
め
る
子
ど
も
た
ち

か
め
る
子
ど
も
た
ち
＝
鎌
倉
市
梶
原

＝
鎌
倉
市
梶
原

外国人障害者に鎌倉を楽しんで外国人障害者に鎌倉を楽しんで
もらうための接遇法を学ぶ講習もらうための接遇法を学ぶ講習
会＝1111月８日鎌倉市観光協会で月８日鎌倉市観光協会で

2828

「
谷
戸
池
」黒川　

明

の
び
の
び
遊
べ
る
場
子
ど
も
た
ち
に

の
び
の
び
遊
べ
る
場
子
ど
も
た
ち
に

鎌
倉
初
の「
冒
険
遊
び
場
」オ
ー
プ

鎌
倉
初
の「
冒
険
遊
び
場
」オ
ー
プ
ン

障
害
あ
る
外
国
人
も
鎌
倉
観
光
を

障
害
あ
る
外
国
人
も
鎌
倉
観
光
を

観
光
ガ
イ
ド
が
接
遇
法
学
ぶ

観
光
ガ
イ
ド
が
接
遇
法
学
ぶ

踊
り
で
世
代
交
流
を

踊
り
で
世
代
交
流
を

鎌
倉
Ｊ
Ｃ
が「
舞
フ
ェ
ス
タ
」

鎌
倉
Ｊ
Ｃ
が「
舞
フ
ェ
ス
タ
」

三
世
代
交
流
の
地
引
網

三
世
代
交
流
の
地
引
網

鎌
倉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

鎌
倉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

地
元
愛
こ
め
大
感
謝
祭

地
元
愛
こ
め
大
感
謝
祭

逗
子
市
商
工
会
青
年
部

逗
子
市
商
工
会
青
年
部

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１９年（令和元年）12 月１日 第489号 1部　110円 （８）


